
  

四半期報告書 
  

  

 
東京都港区虎ノ門１丁目７番12号 

  

（第90期第３四半期） 

自 平成25年10月１日 
至 平成25年12月31日 



目       次 
  

  

  頁

表 紙      

    

第一部 企業情報   

第１ 企業の概況   

１ 主要な経営指標等の推移 …………………………………………………………………………………………  1

２ 事業の内容 …………………………………………………………………………………………………………  1

第２ 事業の状況   

１ 事業等のリスク ……………………………………………………………………………………………………  2

２ 経営上の重要な契約等 ……………………………………………………………………………………………  2

３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 …………………………………………………  2

第３ 提出会社の状況   

１ 株式等の状況   

（１）株式の総数等 …………………………………………………………………………………………………  4

（２）新株予約権等の状況 …………………………………………………………………………………………  11

（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等 ………………………………………………  11

（４）ライツプランの内容 …………………………………………………………………………………………  11

（５）発行済株式総数、資本金等の推移 …………………………………………………………………………  11

（６）大株主の状況 …………………………………………………………………………………………………  11

（７）議決権の状況 …………………………………………………………………………………………………  12

２ 役員の状況 …………………………………………………………………………………………………………  12

第４ 経理の状況 ……………………………………………………………………………………………………………  13

１ 四半期連結財務諸表   

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………………  14

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………………  15

四半期連結損益計算書 ………………………………………………………………………………………  15

四半期連結包括利益計算書 …………………………………………………………………………………  16

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………………………………  17

２ その他 ………………………………………………………………………………………………………………  21

第二部 提出会社の保証会社等の情報 ………………………………………………………………………………………  22

    

［四半期レビュー報告書］   



  

【表紙】

【提出書類】 四半期報告書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成26年２月13日 

【四半期会計期間】 第90期第３四半期（自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日） 

【会社名】 沖電気工業株式会社 

【英訳名】 Oki Electric Industry Company, Limited 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長執行役員  川崎 秀一 

【本店の所在の場所】 東京都港区虎ノ門１丁目７番12号 

【電話番号】 03-3501-3111（大代表） 

【事務連絡者氏名】 執行役員経理部長   畠山 俊也 

【最寄りの連絡場所】 東京都港区虎ノ門１丁目７番12号 

【電話番号】 03-3501-3111（大代表） 

【事務連絡者氏名】 執行役員経理部長   畠山 俊也 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 

  



  

 （注）１． 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。  

２． 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３． 四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。 

４． 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第89期第３四半期連結累計期間は１株

当たり四半期純損失金額が計上されているため記載しておりません。 

  

 当第３四半期連結累計期間において、ＯＫＩグループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。  

  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第89期 

第３四半期連結 
累計期間 

第90期 
第３四半期連結 
累計期間 

第89期 

会計期間 
自 平成24年４月１日 
至 平成24年12月31日 

自 平成25年４月１日 
至 平成25年12月31日 

自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日 

売上高 （百万円）  303,688  317,792  455,824

経常損益 （百万円）  2,363  21,667  20,304

四半期（当期）純損益  （百万円）  △1,345  14,450  13,599

四半期包括利益又は包括利益 （百万円）  △842  11,040  16,040

純資産額 （百万円）  39,757  66,450  56,625

総資産額 （百万円）  329,790  361,314  349,322

１株当たり四半期（当期）純損益

金額 
（円）  △1.84  19.85  17.24

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円）  －  13.80  12.05

自己資本比率 （％）  11.9  18.2  16.1

営業活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（百万円）  △18,099  21,465  △11,619

投資活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（百万円）  △9,153  △7,228  △9,214

財務活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（百万円）  △18,241  △1,292  △21,093

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高 
（百万円）  31,693  50,419  35,894

回次 
第89期 

第３四半期連結 
会計期間 

第90期 
第３四半期連結 
会計期間 

会計期間 
自 平成24年10月１日 
至 平成24年12月31日 

自 平成25年10月１日 
至 平成25年12月31日 

１株当たり四半期純損益金額 （円）  7.38  17.36

２【事業の内容】
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当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在においてＯＫＩグループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。 

   

（１）業績の状況 

 当第３四半期連結累計期間の世界経済は、欧州の債務問題や失業率の高止まり、新興国における経済成長の鈍化

などはあるものの、米国では個人消費の増加や失業率の低下などが見られ、全体では持ち直しの傾向にあります。

国内においても、個人消費や企業の設備投資の増加、円安による輸出企業の業績良化など景気は緩やかに回復して

います。 

このような事業環境の下、ＯＫＩグループの業況は、情報通信システム事業を中心に主要各セグメントの業績

が堅調であったことに加えて円安の効果もあり、売上高は3,178億円（前年同期比141億円、4.6％増加）となりま

した。営業利益は、プリンタ事業の構造改革による固定費等の削減や円安の効果が寄与し104億円（同111億円良

化）となりました。 

経常利益は為替差益の発生等により217億円（同193億円増加）となりました。また、四半期純利益は、プリン

タ事業の構造改革費用を計上したことなどから145億円（同158億円良化）となりました。 

  

事業別の状況は、次のとおりであります。  

＜情報通信システム事業＞ 

外部顧客に対する売上高は、1,885億円（前年同期比44億円、2.4％増加）となりました。ソリューション＆

サービスでは、金融・法人向けソリューションが引き続き堅調だったもののサービスの大型案件が減少したこ

となどにより減収となりました。通信システムは、企業ＮＷや保守・工事に加えてコアＮＷが堅調だったこと

により増収、社会システムも、好調だった前年同期並みを維持しました。メカトロシステムは、国内ではコン

ビニ向けＡＴＭや現金処理機、金融機関向け営業店端末が好調でした。中国向けＡＴＭは、一部顧客向け出荷

が来期へずれたものの概ね堅調に推移し、増収となりました。なお、円安による増収影響は68億円ありまし

た。 

営業利益は、価格下落や費用増加の影響を変動原価の低減などで吸収し101億円（同８億円増加）となりまし

た。 

  

＜プリンタ事業＞ 

外部顧客に対する売上高は、892億円（前年同期比77億円、9.4％増加）となりました。商品別の状況では、

オフィス向けカラー及びモノクロＬＥＤプリンタは、販売戦略を見直し注力機種を絞り込んだことにより販売

台数が減少しましたが、コピア領域へ向けた新商品は順調に推移しました。ドットインパクトプリンタも、ワ

ールドワイドで市場が縮小する中、アジアでは堅調でした。なお、円安による増収影響は143億円ありました。 

営業利益は、事業構造改革などによる固定費の削減等により、物量減や価格下落の影響を吸収して大幅に改

善し、13億円（同103億円良化）となりました。 

  

＜ＥＭＳ事業、その他＞ 

外部顧客に対する売上高はＥＭＳ事業で268億円（前年同期比36億円、15.6％増加）、その他の事業で133億

円（同16億円、10.8％減少）となりました。ＥＭＳ事業では、通信機器市場向けが堅調だったことに加え、Ｏ

ＫＩ田中サーキット(株)の連結効果もあり増収となりました。その他の事業では、部品関連は堅調だったもの

のアミューズメント市場の需要減少などにより減収となりました。 

営業利益は、ＥＭＳ事業で９億円（前年同等）、その他の事業では、21億円（前年同期比５億円減少）とな

りました。 

   

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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（２）キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益及び運転資金

が改善したこと等により、215億円の収入（前年同期181億円の支出）となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出などにより、72億円の支出（同92億円

の支出）となりました。 

 この結果、営業活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキャッシュ・フローとをあわせたフリー・キ

ャッシュ・フローは143億円の収入（同273億円の支出）となりました。  

 財務活動によるキャッシュ・フローは、主に優先配当の実施により、13億円の支出（同182億円の支出)となり

ました。 

 その結果、現金及び現金同等物の当第３四半期連結会計期間末残高は前連結会計年度末の359億円から504億円

となりました。 

   

（３）研究開発活動 

当第３四半期連結累計期間におけるＯＫＩグループの研究開発活動の金額は、8,318百万円であります。 
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①【株式の総数】 

 （注）当社の発行可能株式総数は、普通株式とＡ種優先株式をあわせて2,400,000,000株であります。 

  

②【発行済株式】 

（注）１．「提出日現在発行数」には、平成26年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。 

２．行使価額修正条項付新株予約権付社債券等であります。 

３．Ａ種優先株式（行使価額修正条項付新株予約権付社債券等）の特質は以下のとおりであります。 

（１） Ａ種優先株式には、当社普通株式を対価とする取得請求権が付与されています。Ａ種優先株式の取得

請求権の対価として交付される普通株式の数は、一定の期間における当社株式の株価を基準として決定

され、または修正されることがあり、当社の株価の下落により、当該取得請求権の対価として交付され

る当社普通株式の数は増加する場合があります。 

（２） Ａ種優先株式の取得請求権の対価として交付される普通株式の数は、取得請求が行使されたＡ種優先

株式に係る払込金額の総額を、以下の基準額で除して算出されます（小数第１位まで算出し、その小数

第１位を切捨てます。）。また、基準額は、下記のとおり、平成26年４月１日以降、半年に１回の頻度

で修正されます。 

     当初基準額は、原則として、平成26年４月１日に先立つ45取引日目に始まる連続する30取引日の株式

会社東京証券取引所（以下「東京証券取引所」といいます。）における当社の普通株式の普通取引の毎

日の終値（気配表示を含みます。）の平均値（終値のない日数を除きます。）に0.9を乗じた金額（円

位未満小数第１位まで算出し、その小数第１位を切捨てます。）、あるいは75円のいずれか高い金額で

あります。 

    平成26年４月１日から平成36年３月31日までの期間の毎年３月31日及び９月30日において、当該日に

先立つ45取引日目に始まる連続する30取引日の東京証券取引所における当社の普通株式の普通取引の毎

日の終値（気配表示を含みます。）の平均値（終値のない日数を除きます。）に0.9を乗じた金額（円

位未満小数第１位まで算出し、その小数第１位を切捨てます。）に修正されます。 

（３） 基準額の修正は、当初基準額の100％に相当する額を上限とし、当初基準額の50％に相当する額を下

限とします。 

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式            2,400,000,000

Ａ種優先株式            30,000

計                 2,400,000,000

種類 
第３四半期会計期間末 
現在発行数（株） 

（平成25年12月31日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成26年２月13日） 

上場金融商品取引所名又は登
録認可金融商品取引業協会名 

内容 

普通株式  731,438,670  731,438,670 東京証券取引所市場第一部 

株主として権利

内容に制限のな

い株式であり、

単元株式数は

1,000株であり

ます。 

Ａ種優先株式 

（注）２ 
 30,000  30,000 － 

（注）３～５ 

単元株式数は１

株であります。 

計  731,468,670  731,468,670 － － 
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（４） Ａ種優先株式には、平成28年４月１日から平成36年３月31日までの間の毎月月末において、分配可能

額または当社の自己資本額から総資産額の20％に相当する額を控除した金額のいずれか低い金額を上限

として、Ａ種優先株式１株につき、Ａ種優先株式１株当たりの払込金額に毎年４月１日から当該権利の

行使日までの経過配当利息相当額を加算した額の金銭と引換えに、Ａ種優先株式の全部または一部を取

得するよう請求することができる取得請求権が付されております。また、Ａ種優先株式には、当社が、

当社の取締役会が別に定める日の到来をもって、法令上可能な範囲で、Ａ種優先株式１株につき、Ａ種

優先株式１株当たりの払込金額の110％に相当する額に毎年４月１日から当該日までの経過配当利息相

当額を加算した額の金銭を対価としてＡ種優先株式を取得することができる取得条項が付されておりま

す。なお、Ａ種優先株式には、当社が、Ａ種優先株式の取得請求の期間中に取得請求のなかったＡ種優

先株式の全部を、取得請求期間（下記５．６．（２）において定義します。以下同じ。）の末日の翌日

においてＡ種優先株式数にＡ種優先株式１株当たりの払込金額相当額を乗じた額を取得請求期間の末日

の翌日に先立つ45取引日目に始まる連続する30取引日の東京証券取引所における当社の普通株式の普通

取引の毎日の終値（気配表示を含みます。）の平均値（終値のない日数を除きます。）に0.9を乗じた

金額（円位未満小数第１位まで算出し、その小数第１位を切捨てます。）で除して得られる数の普通株

式をＡ種優先株主（下記５．１．（１）において定義します。）に対して交付するのと引換えにＡ種優

先株式の全部を取得することができる取得条項が付されています。 

上記（１）ないし（４）の詳細は、下記５．５ないし５．８を参照下さい。  

４．Ａ種優先株式（行使価額修正条項付新株予約権付社債券等）に関する事項は以下のとおりであります。 

（１）当該行使価額修正条項付新株予約権付社債券等（Ａ種優先株式）に表示された権利の行使に関する事項

についての所有者との間の取決めの内容 

   該当事項はありません。 

（２）当社の株券の売買に関する事項についての所有者との間の取決めの内容 

   該当事項はありません。 

（３）当社の株券の賃借に関する事項についての所有者と当社の特別利害関係者等との間の取決めの内容 

   該当事項はありません。 

（４）その他投資者の保護を図るため必要な事項 

①単元株式数 

 当社の普通株式の単元株式数は1,000株であります。なお、Ａ種優先株式には議決権がないため、Ａ

種優先株式の単元株式数は１株としております。 

②種類株主総会の決議 

 当社は、会社法第322条第１項の規定による種類株主総会の決議を要しない旨を定款で定めておりま

せん。 

③議決権の有無及び内容の差異並びにその理由 

 当社は、Ａ種優先株式とは異なる種類の株式である普通株式を発行しております。普通株式は、株主

としての権利内容に制限のない株式ですが、Ａ種優先株主は、株主総会において議決権を有しませ

ん。これは、Ａ種優先株式を配当金や残余財産の分配について優先権を持つ代わりに議決権がない内

容としたものであります。 

５．Ａ種優先株式の内容は以下のとおりであります。 

１．Ａ種優先配当金 

（１）Ａ種優先配当金 

当会社は、平成23年４月１日に開始する事業年度以降の各事業年度において当社定款に定める基準日に係

る剰余金の配当を行うときは、当該基準日の最終の株主名簿に記載または記録されたＡ種優先株式を有す

る株主（以下「Ａ種優先株主」という。）またはＡ種優先株式の登録株式質権者（以下「Ａ種優先登録株

式質権者」という。）に対し、普通株式を有する株主（以下「普通株主」という。）および普通株式の登

録株式質権者（以下「普通登録株式質権者」という。）に先立ち、Ａ種優先株式１株につき、Ａ種優先株

式１株当たりの払込金額相当額に、当該剰余金の配当にかかる基準日の属する事業年度ごとに下記（２）

に定める配当年率（以下「Ａ種優先配当年率」という。）を乗じて算出した額の金銭（以下「Ａ種優先配

当金」という。）の配当を行う。ただし、当該基準日の属する事業年度においてＡ種優先株主またはＡ種

優先登録株式質権者に対して第２項に定めるＡ種優先中間配当金を支払ったときは、その額を控除した額

とする。Ａ種優先配当金の総額が分配可能額（会社法第461条第２項において定義される分配可能額をい

う。以下同じ。）を超える場合、分配可能額の範囲で取締役会が定める金額を、普通株主および普通登録

株式質権者に先立ち、配当としてＡ種優先株主またはＡ種優先登録株式質権者に対して支払うことができ

る。なお、当会社は、Ａ種優先株式について、平成23年３月31日に終了する事業年度に属する日を基準日

とする剰余金の配当を行わない。 
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（２）Ａ種優先配当年率 

平成24年３月31日に終了する事業年度に係るＡ種優先配当年率 

Ａ種優先配当年率＝初回Ａ種優先配当金÷Ａ種優先株式１株当たりの払込金額相当額 

上記の算式において「初回Ａ種優先配当金」とは、Ａ種優先株式１株当たりの払込金額相当額に、日本円

ＴＩＢＯＲ（６ヶ月物）に3.00％を加算して得られる数に、払込期日（同日を含む。）より平成24年３月

31日（同日を含む。）までの実日数である466を乗じ365で除して算出した額の金銭（円位未満小数第１位

まで算出し、その小数第１位を切上げる。）とする。 

平成24年４月１日に開始する事業年度以降の各事業年度に係るＡ種優先配当年率 

Ａ種優先配当年率＝日本円ＴＩＢＯＲ（６ヶ月物）＋3.00％ 

なお、平成24年４月１日に開始する事業年度以降の各事業年度に係るＡ種優先配当年率は、％未満小数第

４位まで算出し、その小数第４位を四捨五入する。 

「日本円ＴＩＢＯＲ（６ヶ月物）」とは、毎年の４月１日（同日が銀行休業日の場合は直前の銀行営業

日）（以下「Ａ種優先配当年率決定日」という。）の午前11時における日本円６ヶ月物トーキョー・イン

ター・バンク・オファード・レート（日本円ＴＩＢＯＲ）として全国銀行協会によって公表される数値を

指すものとする。Ａ種優先配当年率決定日において日本円ＴＩＢＯＲ（６ヶ月物）が公表されていない場

合は、Ａ種優先配当年率決定日（同日がロンドンの銀行休業日の場合は直前の銀行営業日）において、ロ

ンドン時間午前11時現在のロイター3750頁（円預金の英国銀行協会ライボーレートを表示するロイターの

3750頁をいう。）に表示されるロンドン・インター・バンク・オファード・レート（ユーロ円ＬＩＢＯＲ

６ヶ月物（360日ベース））として、英国銀行協会によって公表される数値またはこれに準ずるものと当

会社が合理的に判断した数値を、日本円ＴＩＢＯＲ（６ヶ月物）に代えて用いるものとする。 

（３）非累積条項 

ある事業年度においてＡ種優先株主またはＡ種優先登録株式質権者に対して支払う剰余金の配当の額がＡ

種優先配当金の額に達しないときは、その不足額は翌事業年度以降に累積しない。 

（４）非参加条項 

Ａ種優先株主またはＡ種優先登録株式質権者に対しては、Ａ種優先配当金の額を超えて剰余金の配当を行

わない。 

２．Ａ種優先中間配当金 

当会社は、当社定款に定める中間配当を行うときは、当該中間配当の基準日の最終の株主名簿に記載また

は記録されたＡ種優先株主またはＡ種優先登録株式質権者に対し、当該中間配当の基準日の最終の株主名

簿に記載または記録された普通株主および普通登録株式質権者に先立ち、Ａ種優先株式１株につき、当該

中間配当の基準日の属する事業年度におけるＡ種優先配当金の額に２分の１を乗じた額を上限とする金銭

（以下「Ａ種優先中間配当金」という。）による剰余金の配当を行う。 

３．残余財産 

（１）残余財産の分配 

当会社は、残余財産を分配するときは、Ａ種優先株主またはＡ種優先登録株式質権者に対し、普通株主お

よび普通登録株式質権者に先立ち、Ａ種優先株式１株につきＡ種優先株式１株当たりの払込金額相当額の

金銭を支払う。 

（２）非参加条項 

Ａ種優先株主またはＡ種優先登録株式質権者に対しては、上記（１）のほか、残余財産の分配は行わな

い。 

４．議決権 

Ａ種優先株主は、株主総会において議決権を有しない。 

５．金銭を対価とする取得請求権 

（１）金銭を対価とする取得請求権の内容 

Ａ種優先株主は、当会社に対し、平成28年４月１日から平成36年３月31日までの間の毎月末日（同日が銀

行休業日の場合は直前の銀行営業日）（以下「金銭対価取得請求権行使日」という。）において、Ａ種優

先株式の全部または一部の取得と引換えに金銭を交付することを請求（以下「金銭対価取得請求」とい

う。）することができる。ある金銭対価取得請求権行使日における金銭対価取得請求に係る取得価額（下

記（２）において定義される。）の総額が、当該金銭対価取得請求権行使日における取得上限額（下記

（３）において定義される。）または分配可能額のいずれか低い金額を超える場合には、当会社が取得す

べきＡ種優先株式は金銭対価取得請求がなされた株式数に応じた比例按分の方法により決定する。 
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（２）取得価額 

金銭対価取得請求が行われた場合におけるＡ種優先株式１株当たりの取得価額は、Ａ種優先株式１株当た

りの払込金額相当額に当該金銭対価取得請求権行使日が属する事業年度の末日を基準日とするＡ種優先配

当に係るＡ種優先配当金額に当該事業年度に属する４月１日（同日を含む。）から当該金銭対価取得請求

権行使日（同日を含む。）までの日数を乗じ365で除して算出した額（円位未満小数第１位まで算出し、

その小数第１位を切上げる。）を加えた金額とする。ただし、上記により計算された金額から、金銭対価

取得請求権行使日が属する事業年度において支払われたＡ種優先中間配当金の額を控除するものとする。

（３）取得上限額 

「取得上限額」は、当該金銭対価取得請求権行使日前に当会社が開示した、株式会社東京証券取引所（以

下「東京証券取引所」という。）の有価証券上場規程第404条に基づき作成される通期決算短信または四

半期決算短信のうち直近のもの（以下「直近決算短信等」という。）における自己資本額から総資産額の

20％に相当する額を控除した金額とする。ただし、取得上限額がマイナスの場合は０円とする。 

「自己資本額」とは、直近決算短信等に含まれる連結貸借対照表または四半期連結貸借対照表（以下「連

結貸借対照表等」という。）の純資産の部の合計額から新株予約権および少数株主持分の項目に係る金額

を控除した額をいう。 

「総資産額」とは、連結貸借対照表等の資産の部の合計額をいう。 

（４）取得上限額の調整 

当会社が、連結貸借対照表等の日後に、以下のいずれかに該当する行為を行った場合、当該行為が当該連

結貸借対照表等の日に行われたものとみなして、取得上限額の調整を行う。 

（ⅰ）剰余金の配当（取締役会において中間配当決議をすること、および取締役会において剰余金

の配当を株主総会の付議議案として決議することを含む（ただし、株主総会において当該剰余金の

配当について否決された場合には、当該株主総会の日以降に行う取得上限額の調整にあたっては、

これを考慮しない。）。） 

（ⅱ）当会社株式の取得（法令の定めに従って行われた単元未満株式の買取請求および株式買取請

求に基づく取得、ならびに当該金銭対価取得請求権行使日前に行われた本項および第７項に基づく

Ａ種優先株式の取得を含み、これらに限られない。） 

（ⅲ）事業譲渡、合併、会社分割、株式交換、株式移転または株式の発行（自己株式の処分を含

む。） 

（ⅳ）上記（ⅰ）ないし（ⅲ）の他、連結貸借対照表または四半期連結貸借対照表上の資産の部ま

たは純資産の部の額を増加または減少させることとなる会社法上の行為 

６．普通株式を対価とする取得請求権 

（１）普通株式を対価とする取得請求権の内容 

Ａ種優先株主は、下記（２）に定める取得を請求することのできる期間中いつでも、下記（３）ないし

（６）に定める条件で、当会社がＡ種優先株式の全部または一部を取得することと引換えに、当会社の普

通株式を交付することを請求することができる。 

（２）取得を請求することのできる期間 

平成26年４月１日から平成36年３月31日まで（以下「取得請求期間」という。）とする。 

（３）取得と引換えに交付すべき財産 

当会社は、Ａ種優先株式の取得と引換えに、Ａ種優先株主が取得の請求をしたＡ種優先株式数にＡ種優先

株式１株当たりの払込金額相当額を乗じた額を下記（４）ないし（６）に定める取得価額で除した数の普

通株式を交付する。なお、Ａ種優先株式の取得と引換えに交付すべき普通株式の数に１株に満たない端数

があるときは、これを切捨てるものとし、会社法第167条第３項に規定する金銭の交付は行わない。 

（４）当初取得価額 

取得価額は、当初、取得請求期間の初日に先立つ45取引日目に始まる連続する30取引日の東京証券取引所

における当会社の普通株式の普通取引の毎日の終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日数を除

く。）に0.9を乗じた金額（円位未満小数第１位まで算出し、その小数第１位を切捨てる。）、あるいは

75円のいずれか高い金額（以下「当初取得価額」という。）とする。なお、上記の連続する30取引日の初

日（同日を含む。）から決定日（同日を含む。）（下記（５）において定義する。）までの間に、下記

（６）に定める取得価額の調整事由が生じた場合、当初取得価額は、下記（６）に準じて当会社の取締役

会が適当と判断する金額に調整される。 
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（５）取得価額の修正 

取得価額は、取得請求期間中、毎年３月31日および９月30日（以下「決定日」という。）に、決定日に先

立つ45取引日目に始まる連続する30取引日の東京証券取引所における当会社の普通株式の普通取引の毎日

の終値（気配表示を含む。）の平均値（終値のない日数を除く。）に0.9を乗じた金額（円位未満小数第

１位まで算出し、その小数第１位を切捨てる。以下、「修正後取得価額」という。）に修正される。ただ

し、かかる計算の結果、修正後取得価額が上記（４）に定める当初取得価額の50％に相当する額（以下

「下限取得価額」という。）を下回る場合は、修正後取得価額は下限取得価額とする。また、修正後取得

価額が上記（４）に定める当初取得価額の100％に相当する額（以下「上限取得価額」という。）を上回

る場合は、修正後取得価額は上限取得価額とする。なお、上記の連続する30取引日の初日（同日を含

む。）から決定日（同日を含む。）までの間に、下記（６）に定める取得価額の調整事由が生じた場合、

修正後取得価額は、下記（６）に準じて当会社の取締役会が適当と判断する金額に調整される。 

（６）取得価額の調整 

イ．Ａ種優先株式の発行後、次の（ⅰ）ないし（ⅵ）のいずれかに該当する場合には、取得価額（当初取

得価額、下限取得価額および上限取得価額を含む。）を次に定める算式（以下「取得価額調整式」とい

う。）により調整する（以下、調整後の取得価額を「調整後取得価額」という。）。取得価額調整式の計

算については、円位未満小数第１位まで算出し、その小数第１位を切捨てる。 

（ⅰ）取得価額調整式に使用する時価（下記ハ．において定義する。以下同じ。）を下回る払込金

額をもって普通株式を発行または自己株式である普通株式を処分する場合（無償割当ての場合を含

む。）（ただし、当会社の普通株式の交付を請求できる取得請求権付株式もしくは新株予約権（新

株予約権付社債に付されたものを含む。以下、本（６）において同じ。）その他の証券（以下「取

得請求権付株式等」という。）、または当会社の普通株式の交付と引換えに当会社が取得すること

ができる取得条項付株式もしくは取得条項付新株予約権その他の証券（以下「取得条項付株式等」

という。）が取得または行使され、これに対して普通株式が交付される場合を除く。） 

調整後取得価額は、払込期日（払込期間が定められた場合は当該払込期間の末日とする。以下同

じ。）（無償割当ての場合はその効力発生日）の翌日以降これを適用する。ただし、当会社の普通

株主に募集株式の割当てを受ける権利を与えるため、または無償割当てのための基準日がある場合

は、当該基準日の翌日以降、これを適用する。 

（ⅱ）株式の分割をする場合 

調整後取得価額は、普通株式の株式分割のための基準日に、分割により増加する普通株式数（基準

日における当会社の自己株式である普通株式に関して増加する普通株式数を除く。）が交付された

ものとみなして取得価額調整式を適用して算出し、その基準日の翌日以降、これを適用する。 

（ⅲ）取得価額調整式に使用する時価を下回る価額（下記ニ．において定義する。以下、本

（ⅲ）、下記（ⅳ）および（ⅴ）ならびに下記ハ．（ⅳ）において同じ。）をもって当会社の普通

株式の交付を請求できる取得請求権付株式等を発行する場合（無償割当ての場合を含む。） 

調整後取得価額は、当該取得請求権付株式等の払込期日（新株予約権の場合は割当日）（無償割当

ての場合はその効力発生日）に、または株主に取得請求権付株式等の割当てを受ける権利を与える

ためもしくは無償割当てのための基準日がある場合は当該基準日に、当該取得請求権付株式等の全

部が当初の条件で取得または行使されて普通株式が交付されたものとみなして取得価額調整式を適

用して算出し、その払込期日（新株予約権の場合は割当日）（無償割当ての場合はその効力発生

日）の翌日以降、または当該基準日の翌日以降、これを適用する。上記にかかわらず、普通株式が

交付されたものとみなされる日において価額が確定しておらず、後日一定の日（以下「価額決定

日」という。）に価額が決定される取得請求権付株式等を発行した場合において、決定された価額

が取得価額調整式に使用する時価を下回る場合には、調整後取得価額は、当該価額決定日に残存す

る取得請求権付株式等の全部が価額決定日に確定した条件で取得または行使されて普通株式が交付

されたものとみなして取得価額調整式を適用して算出し、当該価額決定日の翌日以降これを適用す

る。 

調整後取得価額＝調整前取得価額× 
既発行普通株式数＋ 

交付普通株式数×１株当たりの払込金額 

     １株当たりの時価  

      既発行普通株式数＋交付普通株式数  
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（ⅳ）当会社が発行した取得請求権付株式等に、価額がその発行日以降に修正される条件（本イ．

または下記ロ．と類似する希薄化防止のための調整を除く。）が付されている場合で、当該修正が

行われる日（以下「修正日」という。）における修正後の価額（以下「修正価額」という。）が取

得価額調整式に使用する時価を下回る場合 

調整後取得価額は、修正日に、残存する当該取得請求権付株式等の全部が修正価額で取得または行

使されて普通株式が交付されたものとみなして取得価額調整式を適用して算出し、当該修正日の翌

日以降これを適用する。なお、かかる取得価額調整式の適用に際しては、下記（ａ）ないし（ｃ）

の場合に応じて、調整後取得価額を適用する日の前日において有効な取得価額に、それぞれの場合

に定める割合（以下「調整係数」という。）を乗じた額を調整前取得価額とみなすものとする。 

（ａ）当該取得請求権付株式等について当該修正日の前に上記（ⅲ）または本（ⅳ）による調整

が行われていない場合 

調整係数は１とする。 

（ｂ）当該取得請求権付株式等について当該修正日の前に上記（ⅲ）または本（ⅳ）による調整

が行われている場合であって、当該調整後、当該修正日までの間に、上記（５）による取得価額

の修正が行われている場合 

調整係数は１とする。 

ただし、下限取得価額の算定においては、調整係数は、上記（ⅲ）または本（ⅳ）による直前の

調整を行う前の下限取得価額を当該調整後の下限取得価額で除した割合とする。 

（ｃ）当該取得請求権付株式等について当該修正日の前に上記（ⅲ）または本（ⅳ）による調整

が行われている場合であって、当該調整後、当該修正日までの間に、上記（５）による取得価額

の修正が行われていない場合 

調整係数は、上記（ⅲ）または本（ⅳ）による直前の調整を行う前の取得価額を当該調整後の取

得価額で除した割合とする。 

（ⅴ）取得条項付株式等の取得と引換えに取得価額調整式に使用される時価を下回る価額をもって

普通株式を交付する場合 

調整後取得価額は、取得日の翌日以降これを適用する。 

ただし、当該取得条項付株式等について既に上記（ⅲ）または（ⅳ）による取得価額の調整が行わ

れている場合には、調整後取得価額は、当該取得と引換えに普通株式が交付された後の完全希薄化

後普通株式数（下記ホ．において定義する。）が、当該取得の直前の既発行普通株式数を超えると

きに限り、当該超過する普通株式数が交付されたものとみなして取得価額調整式を適用して算出

し、取得の直前の既発行普通株式数を超えないときは、本（ⅴ）による調整は行わない。 

（ⅵ）株式の併合をする場合 

調整後取得価額は、株式の併合の効力発生日以降、併合により減少する普通株式数（効力発生日に

おける当会社の自己株式である普通株式に関して減少した普通株式数を除く。）を負の値で表示し

て交付普通株式数とみなして取得価額調整式を適用して算出し、これを適用する。 

ロ．上記イ．（ⅰ）ないし（ⅵ）に掲げる場合のほか、合併、会社分割、株式交換または株式移転等によ

り、取得価額（当初取得価額、下限取得価額および上限取得価額を含む。）の調整を必要とする場合は、

当会社の取締役会が適当と判断する取得価額に変更される。 

ハ．（ⅰ）取得価額調整式に使用する「時価」は、調整後取得価額を適用する日に先立つ45取引日目に始

まる連続する30取引日の東京証券取引所における当会社の普通株式の普通取引の毎日の終値（気配表

示を含む。）の平均値（終値のない日数を除く。）とする。ただし、平均値の計算は円位未満小数第

１位まで算出し、その小数第１位を切捨てる。なお、上記の連続する30取引日の初日（同日を含

む。）から決定日（同日を含む。）までの間に、取得価額の調整事由が生じた場合、調整後取得価額

は、本（６）に準じて調整する。 

（ⅱ）取得価額調整式に使用する「調整前取得価額」は、調整後取得価額を適用する日の前日におい

て有効な取得価額とする。 
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（ⅲ）取得価額調整式に使用する「既発行普通株式数」は、基準日がある場合はその日（上記イ．

（ⅰ）ないし（ⅲ）に基づき当該基準日において交付されたものとみなされる普通株式数は含まな

い。）の、基準日がない場合は調整後取得価額を適用する日の１ヶ月前の日の、当会社の発行済普通

株式数（自己株式である普通株式の数を除く。）に当該取得価額の調整の前に上記イ．およびロ．に

基づき「交付普通株式数」とみなされた普通株式であって未だ交付されていない普通株式数（ある取

得請求権付株式等について上記イ．（ⅳ）（ｂ）または（ｃ）に基づく調整が初めて適用される日

（当該日を含む。）からは、当該取得請求権付株式等に係る直近の上記イ．（ⅳ）（ｂ）または

（ｃ）に基づく調整に先立って適用された上記イ．（ⅲ）または（ⅳ）に基づく調整により「交付普

通株式数」とみなされた普通株式数は含まない。）を加えたものとする。 

（ⅳ）取得価額調整式に使用する「１株当たりの払込金額」とは、上記イ．（ⅰ）の場合には、当該

払込金額（無償割当ての場合は０円）（金銭以外の財産による払込の場合には適正な評価額）、上記

イ．（ⅱ）および（ⅵ）の場合には０円、上記イ．（ⅲ）ないし（ⅴ）の場合には価額（ただし、

（ⅳ）の場合は修正価額）とする。 

ニ．上記イ．（ⅲ）ないし（ⅴ）および上記ハ．（ⅳ）において「価額」とは、取得請求権付株式等また

は取得条項付株式等の発行に際して払込みがなされた額（新株予約権の場合には、その行使に際して出資

される財産の価額を加えた額とする。）から、その取得または行使に際して当該取得請求権付株式等また

は取得条項付株式等の所持人に交付される普通株式以外の財産の価額を控除した金額を、その取得または

行使に際して交付される普通株式の数で除した金額をいう。 

ホ．上記イ．（ⅴ）において「完全希薄化後普通株式数」とは、調整後取得価額を適用する日の既発行普

通株式数から、上記ハ．（ⅲ）に従って既発行普通株式数に含められている未だ交付されていない普通株

式数で当該取得条項付株式等に係るものを除いて、当該取得条項付株式等の取得により交付される普通株

式数を加えたものとする。 

へ．上記イ．（ⅰ）ないし（ⅲ）において、当該各行為に係る基準日が定められ、かつ当該各行為が当該

基準日以降に開催される当会社の株主総会における一定の事項に関する承認決議を停止条件としている場

合には、上記イ．（ⅰ）ないし（ⅲ）の規定にかかわらず、調整後取得価額は、当該承認決議をした株主

総会の終結の日の翌日以降にこれを適用する。 

ト．取得価額調整式により算出された調整後取得価額と調整前取得価額との差額が１円未満にとどまると

きは、取得価額の調整は、これを行わない。ただし、その後取得価額調整式による取得価額の調整を必要

とする事由が発生し、取得価額を算出する場合には、取得価額調整式中の調整前取得価額に代えて調整前

取得価額からこの差額を差し引いた額を使用する。 

７．金銭を対価とする取得条項  

（１）金銭を対価とする取得条項の内容 

当会社は、平成28年４月１日から平成36年３月31日までの間いつでも、当会社の取締役会が別に定める日

（以下「金銭対価強制取得日」という。）の到来をもって、当会社がＡ種優先株式の全部または一部を取

得するのと引換えに、分配可能額の範囲で、Ａ種優先株主またはＡ種優先登録株式質権者に対して金銭を

交付することができる（以下「金銭対価強制取得」という。）。なお、一部取得を行う場合において取得

するＡ種優先株式は、比例按分または当会社の取締役会が定める合理的な方法によって決定されるものと

する。 

（２）取得価額 

金銭対価強制取得が行われる場合におけるＡ種優先株式１株当たりの取得価額は、Ａ種優先株式１株当た

りの払込金額の110％に相当する額に、当該金銭対価強制取得日が属する事業年度の末日を基準日とする

Ａ種優先配当金額に当該事業年度に属する４月１日（同日を含む。）から当該金銭対価強制取得日（同日

を含む。）までの日数を乗じ365で除して算出した額（円位未満小数第１位まで算出し、その小数第１位

を切上げる。）を加えた金額とする。ただし、上記により計算された金額から、金銭対価強制取得日が属

する事業年度において支払われたＡ種優先中間配当金の額を控除するものとする。 

８．普通株式を対価とする取得条項 

（１）普通株式を対価とする取得条項 

当会社は、取得請求期間の末日までに当会社に取得されていないＡ種優先株式の全てを取得請求期間の末

日の翌日（以下「一斉取得日」という。）をもって普通株式の交付と引換えに取得する。この場合、当会

社は、かかるＡ種優先株式を取得するのと引換えに、各Ａ種優先株主に対し、その有するＡ種優先株式数

にＡ種優先株式１株当たりの払込金額相当額を乗じた額を下記（２）に定める価額（以下「一斉取得価

額」という。）で除した数の普通株式を交付するものとする。Ａ種優先株式の取得と引換えに交付すべき

普通株式の数に１株に満たない端数がある場合には、会社法第234条に従ってこれを取扱う。 
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（２）一斉取得価額 

一斉取得価額は、一斉取得日に先立つ45取引日目に始まる連続する30取引日の東京証券取引所における当

会社の普通株式の普通取引の毎日の終値（気配表示を含む）の平均値（終値が算出されない日を除く。）

に0.9を乗じた金額（円位未満小数第１位まで算出し、その小数第１位を切捨てる。）とする。ただし、

かかる計算の結果、一斉取得価額が下限取得価額を下回る場合は、一斉取得価額は下限取得価額とする。

９．株式の併合または分割、募集株式の割当て等 

（１）当会社は、Ａ種優先株式について株式の併合または分割は行わない。 

（２）当会社は、Ａ種優先株主に対し、募集株式の割当てを受ける権利または募集新株予約権の割当てを

受ける権利を与えない。 

（３）当会社は、Ａ種優先株主に対し、株式無償割当てまたは新株予約権無償割当ては行わない。 

10．剰余金の配当等の除斥期間 

剰余金の配当等の除斥期間の規定はＡ種優先配当金およびＡ種優先中間配当金の支払いについてこれを準

用する。 

11．譲渡制限  

Ａ種優先株式を譲渡により取得することについては、当会社の承認を必要とする。 

  

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  

   

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式 
総数増減数 
（千株） 

発行済株式 
総数残高 
（千株） 

資本金増減額 
（百万円） 

資本金残高 
（百万円） 

資本準備金 
増減額 

（百万円） 

資本準備金 
残高   

（百万円） 

平成25年10月１日～ 

平成25年12月31日  
－  731,468 －  44,000 －      15,000

（６）【大株主の状況】
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 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。  

  

①【発行済株式】 

 （注） 「単元未満株式」には当社所有の自己株式17株及び相互保有株式（沖電線株式会社所有50株）が含まれており

ます。 

  

②【自己株式等】 

 （注）１．沖電線株式会社が退職給付信託した3,000,000株については、「自己名義所有株式数」に含めて表示してお 

  ります。 

２．当第３四半期会計期間末日現在の当社の自己名義所有株式数は、3,309,000株であります。 

  

該当事項はありません。 

   

（７）【議決権の状況】

  （平成25年12月31日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 Ａ種優先株式   30,000 － 
「（１）株式の総数等」に記
載しております。 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     7,013,000 － 単元株式数 1,000株 

完全議決権株式（その他） 普通株式    721,215,000  721,215 同上 

単元未満株式 普通株式     3,210,670 － １単元（1,000株）未満の株式 

発行済株式総数  731,468,670 － － 

総株主の議決権 －  721,215 － 

  （平成25年12月31日現在）

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義所
有株式数 
（株） 

他人名義所
有株式数 
（株） 

所有株式数
の合計 
（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合 
（％） 

当社 
東京都港区虎ノ門１－７
－12 

 3,257,000 －  3,257,000  0.44

沖電線株式会社 
神奈川県川崎市中原区下
小田中２－12－８ 

 3,756,000 －  3,756,000  0.51

計 －  7,013,000 －  7,013,000  0.95

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。  

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

  

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
（平成25年３月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（平成25年12月31日） 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 29,904 50,458 

受取手形及び売掛金 123,886 90,218 

有価証券 6,502 － 

製品 31,215 37,133 

仕掛品 18,856 42,766 

原材料及び貯蔵品 24,890 27,862 

その他 19,338 16,765 

貸倒引当金 △7,600 △8,948 

流動資産合計 246,994 256,255 

固定資産   

有形固定資産 57,829 55,790 

無形固定資産 7,655 7,285 

投資その他の資産 ※1  36,843 ※1  41,983 

固定資産合計 102,328 105,059 

資産合計 349,322 361,314 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 63,416 67,467 

短期借入金 75,192 76,546 

引当金 2,400 2,781 

その他 56,121 50,003 

流動負債合計 197,129 196,800 

固定負債   

長期借入金 45,332 45,163 

退職給付引当金 19,823 19,811 

役員退職慰労引当金 386 344 

その他 30,025 32,744 

固定負債合計 95,567 98,064 

負債合計 292,697 294,864 

純資産の部   

株主資本   

資本金 44,000 44,000 

資本剰余金 21,554 21,554 

利益剰余金 △7,788 5,473 

自己株式 △399 △424 

株主資本合計 57,366 70,603 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,192 6,012 

繰延ヘッジ損益 △656 △421 

為替換算調整勘定 △2,829 △10,415 

その他の包括利益累計額合計 △1,293 △4,824 

新株予約権 79 79 

少数株主持分 473 591 

純資産合計 56,625 66,450 

負債純資産合計 349,322 361,314 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 

  至 平成24年12月31日） 

 当第３四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
  至 平成25年12月31日） 

売上高 303,688 317,792 

売上原価 226,438 233,936 

売上総利益 77,249 83,855 

販売費及び一般管理費 77,938 73,443 

営業利益又は営業損失（△） △689 10,412 

営業外収益   

受取利息 126 65 

受取配当金 453 768 

為替差益 4,842 12,832 

雑収入 804 802 

営業外収益合計 6,227 14,468 

営業外費用   

支払利息 2,347 1,895 

雑支出 827 1,317 

営業外費用合計 3,175 3,213 

経常利益 2,363 21,667 

特別利益   

投資有価証券売却益 237 － 

受取保険金 － 322 

特別利益合計 237 322 

特別損失   

固定資産処分損 440 537 

投資有価証券評価損 242 － 

事業構造改善費用 － 3,007 

子会社整理損 － 242 

特別損失合計 683 3,787 

税金等調整前四半期純利益 1,917 18,202 

法人税、住民税及び事業税 1,713 2,468 

法人税等調整額 1,412 1,180 

法人税等合計 3,125 3,648 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△1,208 14,553 

少数株主利益 136 102 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,345 14,450 
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 

  至 平成24年12月31日） 

 当第３四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
  至 平成25年12月31日） 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△1,208 14,553 

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,193 3,770 

繰延ヘッジ損益 200 234 

為替換算調整勘定 △1,023 △7,567 

持分法適用会社に対する持分相当額 △3 48 

その他の包括利益合計 365 △3,512 

四半期包括利益 △842 11,040 

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △990 10,919 

少数株主に係る四半期包括利益 147 121 
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 

  至 平成24年12月31日） 

 当第３四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 

  至 平成25年12月31日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,917 18,202 

減価償却費 9,335 10,495 

引当金の増減額（△は減少） 3,586 △671 

受取利息及び受取配当金 △579 △833 

支払利息 2,347 1,895 

固定資産処分損益（△は益） 399 514 

売上債権の増減額（△は増加） 20,088 45,939 

たな卸資産の増減額（△は増加） △24,758 △27,975 

仕入債務の増減額（△は減少） △14,911 △10,575 

未払費用の増減額（△は減少） △9,204 △7,547 

その他 △5,558 △7,740 

小計 △17,337 21,702 

利息及び配当金の受取額 561 833 

利息の支払額 △2,099 △1,640 

保険金の受取額 2,934 1,576 

法人税等の支払額 △2,159 △1,007 

営業活動によるキャッシュ・フロー △18,099 21,465 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △3,505 － 

有価証券の売却による収入 499 － 

有価証券の償還による収入 2,500 500 

有形固定資産の取得による支出 △7,816 △6,239 

無形固定資産の取得による支出 △1,274 △1,513 

その他の支出 △2,545 △859 

その他の収入 2,988 883 

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,153 △7,228 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △978 △1,564 

長期借入れによる収入 200 12,900 

長期借入金の返済による支出 △14,924 △11,762 

セール・アンド・リースバックによる収入 884 1,884 

リース債務の返済による支出 △1,730 △1,684 

配当金の支払額 △1,321 △1,032 

その他 △370 △33 

財務活動によるキャッシュ・フロー △18,241 △1,292 

現金及び現金同等物に係る換算差額 734 1,311 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △44,759 14,257 

現金及び現金同等物の期首残高 74,996 35,894 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 1,426 32 

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

29 235 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  31,693 ※  50,419 
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※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額  

  

２ 保証債務 

   当社及び一部の連結子会社の従業員の金融機関からの借入等について、債務保証を行っております。  

  

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。 

   

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日  至 平成24年12月31日） 

１．配当金支払額 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの 

  該当事項はありません。 

   

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日  至 平成25年12月31日） 

１．配当金支払額 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの 

  該当事項はありません。 

   

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

  
前連結会計年度 

（平成25年３月31日） 
当第３四半期連結会計期間 
（平成25年12月31日） 

投資その他の資産 百万円 936 百万円 960

前連結会計年度 
（平成25年３月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（平成25年12月31日） 

従業員（住宅融資借入金） 百万円 568 従業員（住宅融資借入金） 百万円 474

その他  34        

 計  602  計  474

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年12月31日） 

現金及び預金勘定 百万円 27,703 百万円 50,458

預入期間が３ヶ月を超える定期預金  △10  △38

取得日から３ヶ月以内に償還期限の

到来する短期投資（有価証券） 
 4,000  －

現金及び現金同等物  31,693  50,419

（株主資本等関係）

（決議） 株式の種類 
配当金の総額 

（百万円） 
配当の原資 

１株当たり 

配当額（円） 
基準日 効力発生日 

平成24年６月28日 

定時株主総会 
Ａ種優先株式  1,321 利益剰余金  44,047 平成24年３月31日 平成24年６月29日 

（決議） 株式の種類 
配当金の総額 

（百万円） 
配当の原資 

１株当たり 

配当額（円） 
基準日 効力発生日 

平成25年６月26日 

定時株主総会 
Ａ種優先株式  1,032 利益剰余金  34,410 平成25年３月31日 平成25年６月27日 
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Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日  至 平成24年12月31日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、用役提供、その他機器商品の製

造及び販売を行っております。  

２．セグメント利益又は損失の調整額 百万円には、セグメント間取引消去 百万円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用 百万円及び固定資産の調整額 百万円が含まれてお

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。  

   

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日  至 平成25年12月31日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、用役提供、その他機器商品の製

造及び販売を行っております。  

２．セグメント利益又は損失の調整額 百万円には、セグメント間取引消去 百万円、各報告

セグメントに配分していない全社費用 百万円及び固定資産の調整額 百万円が含まれてお

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

情報通信 
システム 

プリンタ ＥＭＳ 計 

売上高                 

外部顧客への売

上高 
 184,073  81,545  23,200  288,820  14,867  303,688  －  303,688

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

 2,241  4,170  98  6,510  16,408  22,919  △22,919  －

計  186,315  85,715  23,299  295,331  31,276  326,607  △22,919  303,688

セグメント利益 

又は損失（△） 
 9,345  △9,034  915  1,226  2,625  3,852  △4,541  △689

△4,541 4

△4,504 △41

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

情報通信 
システム 

プリンタ ＥＭＳ 計 

売上高                 

外部顧客への売

上高 
 188,531  89,173  26,824  304,529  13,262  317,792  －  317,792

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

 3,043  3,588  104  6,736  15,419  22,155  △22,155  －

計  191,574  92,762  26,929  311,266  28,681  339,947  △22,155  317,792

セグメント利益 

又は損失（△） 
 10,087  1,336  922  12,345  2,143  14,489  △4,077  10,412

△4,077 56

△4,154 20

－ 19 －



 １株当たり四半期純損益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。 

（注）前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失金額が計上されているため記載しておりません。 

  

（１株当たり情報）

  
前第３四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年12月31日） 

（１）１株当たり四半期純利益金額  － 円 19.85

   １株当たり四半期純損失金額 円 1.84  －

  （算定上の基礎）     

  四半期純利益金額（百万円）  －  14,450

  四半期純損失金額（百万円）  1,345  －

  普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

  普通株式に係る四半期純利益金額（百万円）  －  14,450

  普通株式に係る四半期純損失金額（百万円）  1,345  －

  普通株式の期中平均株式数（千株）   729,259  727,922

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   － 円 13.80

 （算定上の基礎）     

  四半期純利益調整額（百万円）  －  －

  普通株式増加数（千株）  －  319,148

   （うちＡ種優先株式）   （ ） － （ ） 319,148

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの

概要 

－ 

  

 

－ 
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株式取得による会社の買収 

   当社は、平成25年５月14日開催の取締役会において、Itautec S.A.-Grupo Itautec（以下、「Itautec」） 

  の自動化機器事業及び保守サービス事業を承継する会社の株式の70％相当を取得し、当社の子会社とすること 

  を決議し、平成25年５月15日付で株式譲渡契約を締結し、平成26年１月10日付で株式の取得を完了いたしまし 

  た。 

（１）株式取得の目的 

 当社は、平成25年11月12日に発表しました「中期経営計画2016」の経営戦略の一つとして、「グローバル市場

での事業拡大」を掲げております。紙幣還流型ＡＴＭは、中国をはじめ、ロシア、インドネシア市場での導入実

績がありますが、海外展開をさらに拡大し事業の成長を加速するため、今回のブラジルにおける事業会社の株式

取得に至りました。Itautecの強力な顧客基盤と保守網を引き継ぐ新会社の取得を足がかりに、ブラジルでのＣ

Ｄ・ＡＴＭシェアトップを目指すとともに、中南米地域におけるＡＴＭ事業の展開を図ります。 

（２）株式取得の相手先の名称 

Itautec S.A.-Grupo Itautec 

Itautec Participações e Comércio S.A. 

（３）取得した会社の名称及び事業内容 

会社の名称      BR Indústria e Comércio de Produtos e Tecnologia em Automação S.A. 

事業内容       自動化機器の設計、製造、販売及び保守・サービス事業 

（４）株式取得の時期 

平成26年１月10日 

（５）取得した株式の数、取得価額及び取得後の持分比率 

取得した株式の数   普通株式 1,782,060株  

取得価額       77百万レアル 

取得後の持分比率   70％ 

（６）支払資金の調達 

金融機関からの借入  

  

 該当事項はありません。  

  

  

  

  

（重要な後発事象）

２【その他】
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 該当事項はありません。 

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている沖電気工業株式

会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシ

ュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 
  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 
  

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 
  

監査人の結論  

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、沖電気工業株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 
  

強調事項  

 重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成26年１月10日付でBR Indústria e Comércio de Produtos e 

Tecnologia em Automação S.A.の株式の取得を完了した。 

 当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。 
  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成26年２月13日

沖電気工業株式会社 

  取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 木 村   修  印 

  
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 佐 藤   晶  印 

  
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 薄 井   誠  印 

  
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

  公認会計士 山 川 幸 康  印 



利害関係  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

  

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途

保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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